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令和２年

１
月号

新しい年の始まり
特集

「協働」する「学生」たち
まちなかに開学した２大学の学生協働によるイベント
「子育て支援ほほえみキャンパス」を取材。

写真：和歌山城と朝日
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―
―
今
回
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
川　
保
護
者
の
方
の
話
を
聞
い

て
、
夜
泣
き
へ
の
対
応
と
か
、
子
供

一
人
一
人
に
よ
っ
て
対
応
が
違
っ
た

り
し
て
、
そ
れ
が
す
ご
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

森
田　
子
育
て
に
関
し
て
私
た
ち
が

ま
だ
知
識
が
浅
い
中
で
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
、
子
育
て
に
関
し
て

学
ん
だ
り
と
か
、
保
護
者
の
方
が
何

を
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
を
学
べ

た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
目
標
は
。

小
川　
私
は
子
供
に
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
子

供
た
ち
が
ず
っ
と
飽
き
ず
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
た

和歌山信愛大学

小
お

川
がわ

 海
み

名
な

さん

東京医療保健大学

森
もり

田
た

 悠
ゆ

衣
い

花
か

さん

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
た
学
生
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　　

2018
年
、

2019
年
に
続
け
て
ま
ち
な
か

に
開
学
し
た
、
東
京
医
療
保
健
大
学

と
和
歌
山
信
愛
大
学
。
昨
年
５
月
、

そ
の
２
つ
の
大
学
の
学
生
８
人
に
よ

る
学
生
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
つ
ぼ

み
〜
ほ
ほ
え
み
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
」
が

始
動
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
が
着
目
し
た
の
は
子
育

て
支
援
で
す
。
東
京
医
療
保
健
大
学

の
強
み
は
「
母
子
の
健
康
増
進
や
心

身
の
疾
病
予
防
」、
和
歌
山
信
愛
大

学
の
強
み
は
「
子
供
の
発
達
支
援
と

日
常
の
親
子
支
援
」。
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
す
こ
と
で
、
様
々
な
問

題
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。

　

昨
今
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
・
核
家
族
化
に
よ
る
育
児
の
孤

立
化
や
子
供
へ
の
虐
待
な
ど
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、
子
育
て

中
の
親
の
育
児
不
安
な
ど
の
実
態
や

要
因
を
明
ら
か
に
し
、
大
学
を
拠
点

と
し
た
子
育
て
支
援
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
に
研
究
す
る
中
で
、
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
ほ
え
み
キ
ャ
ン
パ

ス
」
の
企
画
に
至
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
課
題
解
決
へ

い
で
す
。
今
回
は
、
子
供
た
ち
が
保

護
者
の
方
と
離
れ
ず
に
い
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
保
護
者
が
い
な
く
て

も
、
子
供
と
私
た
ち
だ
け
で
ず
っ
と

楽
し
め
る
よ
う
な
、
保
護
者
の
方
が

休
憩
で
き
る
く
ら
い
、
子
供
が
私
た

ち
学
生
と
遊
び
に
集
中
で
き
る
よ
う

な
空
間
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

森
田　
今
後
は
、
い
ろ
ん
な
団
体
と

協
力
し
て
こ
の
取
組
を
大
き
く
し
て

い
き
た
い
で
す
。
あ
と
は
、
今
回
出

来
な
か
っ
た
こ
と
、
例
え
ば
看
護
の

勉
強
を
し
て
い
る
学
生
か
ら
保
護
者

へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
今
回
は
難
し

か
っ
た
こ
と
も
、
今
後
は
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
今
回
は
第

一
回
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
課
題

点
を
見
つ
け
て
、
今
後
に
つ
な
げ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「

協
働
」
す
る
「

学
生
」
た
ち

特集

　
「
つ
ぼ
み
」
の
学
生
代
表
で
東
京

医
療
保
健
大
学
２
年
生
の
森
田
悠
衣

花
さ
ん
は
「
地
域
に
実
習
に
行
っ
た

と
き
、『
地
域
の
つ
な
が
り
が
無
く
、

近
く
に
親
戚
も
い
な
く
て
相
談
す
る

相
手
が
い
な
い
』
と
い
う
話
を
聞
い

た
の
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
そ

う
い
う
人
た
ち
が
自
助
で
き
る
場
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
２
大
学
か
ら
計

38
人
の
有
志
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
和
歌
山
市
地
域

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
０

歳
～
４
歳
の
子
供
と
保
護
者
46
組
、

総
勢
120
人
が
訪
れ
、
子
供
た
ち
は
巨

大
迷
路
や
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど

で
学
生
と
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し

た
。
保
護
者

同
士
が
育
児

の
悩
み
や
嬉

し
か
っ
た
こ

と
な
ど
共
有

す
る
「
集
い

の
場
」
で

は
、
保
護
者
が
育
児
の
話
で
盛
り
上

が
り
、
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
保
健
師
や
助
産
師
に
育
児

の
悩
み
を
相
談
で
き
る
ブ
ー
ス
や
、

親
子
で
楽
し
め
る
親
子
体
操
な
ど
、

学
生
の
視
点
で
工
夫
し
た
催
し
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
会
場
は
親
子
と
学
生

の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
は
参
加
者
を
楽

し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
育
児
不
安

や
子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
知

る
た
め
に
、
保
護
者
の
話
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
も
ら
う
な
ど
、
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
「
他
の
マ
マ
さ

ん
と
話
せ
る
機
会
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
」「
学
生
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら

え
て
子
供
も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
」と
、

参
加
者
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
研
究
の
一
環

で
、
研
究
の
目
的
は
、
地
域
の
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
子
育
て
支

援
方
法
の
検
討
。
学
生
た
ち
の
研
究

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
に
で
き
た
２
つ
の
大
学

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て

協
働
し
、
子
育
て
に
関
す
る
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
域
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

 

「
ほ
ほ
え
み
キ
ャ
ン
パ
ス
」
開
催

　

未
来
へ
の
新
た
な
一
歩

　東京医療保健大学和歌山看護学部の２

年生と、和歌山信愛大学教育学部の１年

生、お互い１期生同士で、８人の学生か

ら立ち上がりました。

　つぼみのような未熟な学生たちが、2

大学の強みを生かした子育て支援を目指

し、笑顔あふれる支援の輪を広げながら、

子供や保護者一人ひとりの花が開くよう

にという願いが名前に込められて

います。

「つぼみ～ほほえみキャンパス～」 　

昨
年
４
月
に
地
域
と
学
生
を
繋
げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
た
地

域
連
携
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
和
歌
山
市
地
域
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」。
ま
ち
な
か
に
開
学
し
た
２
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
舞

台
に
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
地
域
の
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
初
の
新
年
号
で
は
、
新
し
い
時
代
を
担
う
若
い
力
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
学
生
協

働
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
子
育
て
支
援
ほ
ほ
え
み
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

  

ま
ち
な
か
の
２
大
学
が
協
働

東京医療保健大学
和歌山看護学部

和歌山信愛大学
教育学部

×

1

1 2 準備段階ではそれぞれの大学の学生がお互いの専門分野を生かしながら、イベントに向け
た話し合いを重ねました。　　3～7 イベント当日は多くの親子が訪れ、巨大迷路や親子体操、
親同士の交流の場など、学生たちが用意した企画を楽しみました。

2
3

4

5

6
7

　今年の４月にも、新しい大学

や大学院が本市に開学します。

　まちなかに次々と若いちか

らが生まれ、学生たちによる新

しい試みがさらに続いていく

ことが期待されます。

3 市報わかやま  令和２年１月号

「集いの場」では保護者から育児に関
するたくさんの意見が出ました。
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
に
な
り
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
心
寄
せ
合
い
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
、
地
方

創
生
の
大
い
な
る
飛
躍
に
向
け
て
「
き

ら
り　

輝
く　

元
気
和
歌
山
市
」
の
実

現
に
勇
往
邁
進
す
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
春
、
県
都
と
し
て
の
玄
関
口
で
あ

る
南
海
和
歌
山
市
駅
が
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
新
市
民
図
書
館
を
含
む
複
合
施

設
が
同
時
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、

多
世
代
間
の
交
流
や
賑
わ
い
の
拠
点
と

し
て
の
新
た
な
可
能
性
に
心
躍
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
新
し
い
大
学
や
大
学

院
が
開
学
し
、
友
田
町
・
北
汀
丁
の
複

合
施
設
の
完
成
な
ど
、
こ
れ
ま
で
誘
致

し
た
ま
ち
な
か
２
大
学
と
の
相
乗
効
果

に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
若
い
活
力
が
ま

ち
な
か
に
溢
れ
、
賑
わ
い
創
出
、
新
た

な
文
化
の
誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
夏

に
は
、
い
よ
い
よ
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
市
で
は
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
事
前
合
宿
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
が
本
格
施
行
さ
れ
て
５
年
に
な

り
、
和
歌
山
市
で
も
１
月
６
日
か
ら
新

し
く
完
成
し
た
子
育
て
支
援
複
合
施
設

が
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
子
供
た
ち
の

笑
顔
が
溢
れ
、
明
る
い
未
来
に
夢
を
持

て
る
ま
ち
、
高
齢
者
も
障
害
の
あ
る
方

も
誰
も
が
多
様
性
を
尊
重
し
合
う
持
続

可
能
な
ま
ち
、
愛
着
と
誇
り
が
持
て
る
、

住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ
る
憧
れ
の
ま

ち
を
目
指
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
臨
ん

で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

和
歌
山
市
長

　
　
　
　
　

尾　

花　
　

正　

啓

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
健
康
で
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
和
歌
山
で
初
め
て
と

な
る
全
国
健
康
福
祉
祭
・
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
、
い
よ
い
よ
東
京

2020
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
は
来
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
開
催
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
を
身
近
に
楽
し
む
機
運
が
大
い
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市

議
会
で
は
、
全
議
員
が
参
加
す
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
和
歌
山
市
議
会
議
員
連
盟

が
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
お
招
き
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
、
子
供
達
が
い
ろ
い
ろ

な
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
の
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
議
員
連

盟
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
文
化
芸
術
の
分
野
で
も
、
新
市
民

図
書
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
や
新
市
民

会
館
の
建
設
に
加
え
、

2021
年
の
国
民
文
化

祭
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
、
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
開
催
な
ど
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
芸
術
を
見

つ
め
直
し
、
発
展
さ
せ
、
継
承
し
て
い
く

環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
に
親
し
む
人
の
裾

野
を
広
げ
、
誰
も
が
郷
土
に
誇
り
と
愛

着
を
感
じ
、
心
豊
か
で
生
き
る
喜
び
が

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
積
極
的

な
情
報
発
信
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
任
せ

て
い
た
だ
け
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

和
歌
山
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　

井　

上　
　

直　

樹

令
和
２
年
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●軽自動車税（種別割）は４月１日時点の所有者に課税されます
　廃車や譲渡、盗難などで現在所有していない場合は、４月１日までに
必ず異動（廃車・名義変更）の申告をしてください。

軽自動車の種類 手続場所・問合先
原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車

市民税課（市役所２階）
☎ 435-1035

軽二輪（125cc 超～ 250cc 以下）
二輪の小型自動車（250cc 超）

和歌山運輸支局
☎ 050-5540-2065（音声案内）

軽自動車（三輪・四輪） 軽自動車検査協会和歌山事務所
☎ 050-3816-1846（コールセンター）

原付・軽自動車等を所有しなくなった方、

廃車手続き等は４月１日までに！
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•	 異動の手続きがなければ令和２年度も課税されます。
•	 すでに転売や下取りに出した場合でも、手続きを済ませていないと課税されます。
•	 年度途中で廃車しても、税金の還付はありません。
•	 ３月は混雑するため、手続きはお早めに。

●対象／平成 31 年４月１日現在、和
歌山市国民健康保険に加入している
40 ～ 74 歳の方（和歌山市国民健康保
険から脱退された方は除く）
●費用／無料　※対象の方には、５月
に特定健康診査受診券を送付しています。

特定健診の受診期限
１月 31 日金まで

Pi

ck Up 
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受賞者（敬称略）

　本市の障害者福祉の増進に功績のあった個人又は団体に贈られる「和歌山市障害
者福祉表彰」の表彰式が、12 月７日土に和歌山市役所 14 階大会議室で行われました。
　この表彰は、身体障害者、知的障害者又は精神障害者の福祉の増進に功績のある
個人又は団体を称えることにより、障害者の自立と社会参加の促進を図ることを目
的として創設されたものです。

令和元年度

和歌山市障害者福祉表彰

問 障害者支援課 ☎ 435-1060、スポーツ振興課 ☎ 435-1364

問 障害者支援課 ☎ 435-1060、FAX 431-2840

問 市民税課 ☎ 435-1035

和歌山市障害者スポーツイベント

●日時／２月２日日 10 時～ 15 時 30 分
●場所／東公園体育館・市民球場
●内容／ ：開会式、健康体操、スポーツ体験会（グラウンド・ゴルフ、
　　　　バスケットピンポン、卓球バレー、ペタンク）
　　　　 ：Fun × Fam ミニコンサート、デフ（聴覚障害者）バスケットボー
　　　　ル日本代表監督率いるチームによるデモ＆バスケットボール教室、
　　　　村

むらかみ

神一
いっせい

誠氏（デューク更
さらいえ

家公認講師）によるウォーキング教室

午前の部

午後の部

　障害の有無にかかわらず、ともにスポーツを楽しめる環境づくりのために、普
段スポーツをされている方もそうでない方も楽しめるスポーツイベントを開催し
ます。当日はどなたでも自由に参加いただけます。詳細は市 HP（ID：1024933）

受診期限がせまっています
特定健診を受診しましょう

問 国保年金課 ☎435-1215

問 国保年金課 ☎435-1215

　ジェネリック医薬品「後
発医薬品」は新薬と同じで、
品質・安全性が同等と見な
されているうえに、新薬と
比べ安価で提供されるため、
積 極 的 に 利 用 す る こ と で、
薬代にかかる医療費の節約
につながります。

　まずは医師・薬剤師に相
談して上手に活用するよう
にしましょう。

ジェネリック医薬品を
　　　　　利用しませんか

国民健康保険

国民年金
20 歳になったら国民年金
問 国保年金課 ☎ 435-1055
　 和歌山東年金事務所 ☎474-1841
　20 歳以上 60 歳未満の日本国内にお
住まいの方は、国民年金に加入する
ことが義務付けられています。
　国民年金の被保険者は３種類に分
けられています。

　健診はからだの変化を知ることの
できる大切な機会です。毎年、続け
て受けることで体の変化に気付くこ
とができ、健康管理に役立ちます。

【第１号被保険者】
学生・自営業者・無職など

【第２号被保険者】
会社員・公務員など

【第３号被保険者】
第２号被保険者に扶養され
ている配偶者

保険料は、前納がお得です！
保険料を早めに納める（前納）ことで、保険
料が割引になります。また、口座振替で前納
すると割引額がアップします。

障 害 福 祉 賞：

家 族 功 労 者 賞：

更生援護功労賞：

自立更生者賞：

阪
さ か も と
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子
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な か む ら
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幸

中
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橋 緑
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み き
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え
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My Town Topics

まちの話題

◦◦  市HPのトップから関連ページを検索できます。①記事記載のIDを入力 ②表示ボタンをクリック ◦◦

わかっこ
すくすく育ってね　和歌山市のこどもたち

３歳未満のお子さん写真大募集！
❶名前（ふりがな） ❷生年月日 ❸住所 ❹電話番号 ❺メール
アドレスを記載のうえ、メールでご応募ください。抽選で
掲載します。市 HP のトップにもランダムに表示します。

※写真データは１MB 以上。プリント写真の郵送も可。

あて先▶広報広聴課  koho@city.wakayama.lg.jp

小
こ

松
まつ

  大
たい

珠
じゅ

ちゃん
H30. ３. ８生（口須佐）

宮
みやもと

本  萌
め い な

依奈ちゃん
R１. ５.14生（北島）

初めての和信祭へようこそ！
和歌山信愛大学 和信祭
11/16 土・17 日

文化向上発展の功績を称える
令和元年度 和歌山市文化表彰式　　　　　  　　11/20 水

　本市文化の向上発展に特に顕著な功績のある個人・団体を称
える「令和元年度 和歌山市文化表彰」の表彰式が、和歌の浦アー
ト・キューブで開催されました。受賞者は和歌山市文化表彰選
考委員会での選考を経て決定され、尾花市長が受賞者のみなさ
ん（4 人と１団体）に表彰状や徽章などを贈りました。
　文化表彰は昭和 57 年度から実施しており、本年度で 38 回
目を迎え、受賞者は計 160 人にのぼります。

令和元年度 和歌山市文化表彰 受賞者【敬称略】

文　化　賞／杉
すぎ

原
はら

 治
いさお

【合唱指揮者】
文化功労賞／永

え

廣
ひろ

 禎
さだ

夫
お

【日本文学研究】
　　　　　　木

きの

下
した

 伸
しん

市
いち

（木
き

乃
の

下
した

 真
しん

市
いち

）【津軽三味線奏者】
文化奨励賞／前

まえ

田
だ

 和
かず

紀
とし

【映画プロデューサー】
　　　　　　玉

たま

津
つ

島
しま

保
ほ

存
ぞん

会
かい

【文化財保護活動】

令和のグルメに江戸のグルメ
食祭ＷＡＫＡＹＡＭＡ 2019　　　　　 　　　　　11/23 土
　和歌山城砂の丸広場で「食祭 WAKAYAMA2019」を開催。
和歌山市のグルメ頂上を決める「WAKA-1 グランプリ」や、
紀州徳川家第 19 代当主 徳川宜子氏が献上料理（徳川御膳 写
真右上）を試食する企画や殿さま料理のＰＲなどがあり、多く
の来場者で賑わいました。
　また、市立博物館で宜子氏による記念講演会「紀州徳川家の
回路」（写真右下）も行われました。

　昨年４月に本町小学校跡地に開学した和歌山信愛大学
が初めての大学祭である「和信祭」を開催しました。「唯
一と一致 ～子どもと一致 地域と一致～」をテーマに、
子ども広場、サークル ・研究発表、チャリティーバザー
や模擬店の出店が行われ、学生と子供、地域住民のふれ
あいから生まれる活気に満ちていました。
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04 市・県民税の主な税制改正 問 市民税課 ☎ 435-1036

その他の見直し
①同一生計配偶者及び扶養親族の合計所得金額要件が、38 万円以下から 48 万円以下に変更されます。
②配偶者特別控除に係る配偶者の合計所得金額要件が、38 万円超 123 万円以下から 48 万円超 133 万円以下に変更されます。
③勤労学生控除の合計所得金額要件が、65 万円以下から 75 万円以下に変更されます。
④障害者、未成年、寡婦及び寡夫に対する非課税措置の合計所得金額要件が、125 万円以下から 135 万円以下に変更されます。
⑤均等割の非課税基準額が 10 万円引き上げられます。
　【改正前】31 万 5 千円×（配偶者を含む扶養親族の数＋ 1）+ 扶養親族がいる場合は 18 万 9 千円
　【改正後】31 万 5 千円×（配偶者を含む扶養親族の数＋ 1）+10 万円＋扶養親族がいる場合は 18 万 9 千円

ひとり親（単身児童扶養者）に対する非課税措置の創設
子供の貧困に対応するため、事実婚でないことを確認したうえで支給される児童扶養手当の支給を受けているひとり親（単
身児童扶養者）の方で、前年の合計所得金額が 135 万円以下である場合は、非課税の対象となります。

所得金額調整控除の創設
①給与収入が 850 万円を超え、次のア～ウのいずれかに該当する場合、給与収入金額（1,000 万円を超える場合は 1,000 万
　円）から 850 万円を控除した金額の 10％に相当する金額が給与所得の金額から控除されます。
　　ア　本人が特別障害者に該当する　　　イ　23 歳未満の扶養親族を有する
　　ウ　特別障害者である同一生計配偶者または扶養親族を有する
②給与所得控除後の給与所得の金額（10 万円を超える場合は 10 万円）及び公的年金等控除後の公的年金等雑所得の金額（10
　万円を超える場合は 10 万円）の合計額が 10 万円を超える場合、合計額から 10 万円を控除した残額が給与所得の金額か
　ら控除されます。

控除の見直し
基礎控除 給与所得控除 公的年金等控除 調整控除

基礎控除額
　➡一律 10 万円引き上げ

合計所得金額が
2,400 万円を超える場合
　➡金額に応じて控除額が減少

2,500 万円を超える場合
　➡控除が適用されない

給与所得控除額
　➡一律 10 万円引き下げ

給与所得控除の上限額が適用
される給与収入金額
　➡ 1,000 万円から
　　　850 万円に引き下げ

上限額
　➡ 220 万円から
　 195 万円に引き下げ

公的年金等控除額
　➡一律 10 万円引き下げ

公的年金等の収入額が 1,000 万円を超える場合
　➡控除額に 195 万５千円の上限が設定

公的年金等の雑所得以外の所得に係る
合計所得金額が
1,000 万円を超え 2,000 万円以下の場合
　➡一律 10 万円
2,000 万円を超える場合
　➡一律 20 万円
　を上記の見直し後の控除額から引き下げ

合計所得金額が
2,500 万円を超える場合
　➡調整控除が適用
　　されない

ふるさと納税制度の見直し
　個人住民税の寄附金税額控除の特例
控除額及び申告特例控除額の適用とな
る地方団体を一定の基準に基づき総務
大臣が指定することとなりました。こ
れに伴い、令和元年６月 1 日以降に指
定団体以外へ寄附を行った場合、個人
住民税の寄附金税額控除の特例控除額
及び申告特例控除額は控除されないこ
とになります。（所得税の控除及び個人
住民税の基本控除は対象になります。）

住宅借入金等特別税額控除の拡充
　令和元年 10 月１日から令和２年 12 月 31 日までに入居した方
　➡控除期間が 10 年間から 13 年間へ３年間延長されます。

•	 住宅の対価の額又は費用の額に含まれる消費税の税率が10％の場合
に限ります。

•	 11年目以降の３年間は、消費税率２％引き上げ分の負担に着目した
控除額の上限を設定します。具体的には、各年において、「建物購
入価格の２％の３分の１」又は「住宅ローン年末残高の１％」のい
ずれか少ない金額を税額控除します。

•	 今回の措置により延長された期間も、所得税額から控除しきれない
額は、これまでと同じ控除額限度額（所得税の課税総所得金額等の
７％（最高136,500円））の範囲で、個人住民税から控除します。

令和２年度 から適用される主な改正

令和３年度 から適用される主な改正 ※令和２年中の収入・所得がこの改正の対象になります。
詳細は市 HP（ID：1025486）

詳細は市 HP（ID：1025564）
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お
し
ら
せ

マイナンバー出張窓口申請所
　会場で、写真撮影を無料で行い申請書
の作成をしますので、何もお持ちいただ
かなくても申請できます。（カードの受
け取りは窓口となります。）
●時間／いずれも 10 時～ 16 時 
※天候により中止する場合あり。

開設日 場所

１月 17 日金 スーパーセンターオークワ　
パームシティ和歌山店

１月 21 日火 スーパーセンターオークワ 
セントラルシティ和歌山店

１月 24 日金 イズミヤ和歌山店

※申請時に下記の①②③を持参で、マイ
ナンバーカードの受取方法を本人限定受
取郵便に変更可。
① 通知カード　
② 本人確認書類２点
    （うち顔写真付のものが１点必要）　
③ 住民基本台帳カード（みらいカード）
　 ※お持ちの方のみ
問 市民課 ☎ 435-1027

広報番組のおしらせ

　　和歌山放送
AM1431kHz ／ FM94.2MHz
ゲンキ和歌山市（５分）

　　月曜～金曜　７時 25 分～

　　テレビ和歌山５ch
わがまち和歌山 

第２・４木曜 18 時 50 分～（５分）
【再】第３・５木曜 18 時 50 分～（５分） 

※放送日時は変更になる場合があります

らしの情

動
物
慰
霊
式

市役所で授産品を販売します
▼
売
却
物
件
（
宅
地
）
＝
関
戸
４
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４
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３
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日

（金）
９
時
～
16
時

▼
申
請
・
問
合
先
＝
下
水
道
管
理
課

（
東
庁
舎
３
階
）
☎
４
３
５
・
１
０
９

６　

※
申
請
書
は
１
月
14
日

（火）

～
同
課
で
配
布
・
市
Ｈ
Ｐ
（
ID
：

１
０
０
０
３
６
８
）

　　

令
和
２
年
度
課
税
対
象
家
屋
の
調

査
に
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。住
宅
改
修
工
事（
耐

震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
省
エ
ネ
）
に

よ
り
、
固
定
資
産
税
の
減
額
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
先
＝
資

産
税
課
☎
４
３
５
・
１
２
１
０

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査

　

縦
覧
期
間
中
、
案
に
つ
い
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
②
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
都
市

政
策
課
で
も
縦
覧
と
意
見
書
の
提
出

が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
＝
１
月
10
日

（金）
～
24
日

（金）　

▼
都
市
計
画
の
種
類
＝
①
和
歌
山
都

市
計
画
道
路
（
新
和
歌
浦
中
之
島
紀

三
井
寺
線
）
の
変
更　

②
和
歌
山
都

市
計
画
道
路
（
南
港
山
東
線
）
の
変

更　

③
和
歌
山
都
市
計
画
道
路
（
今

福
神
前
線
）
の
変
更　

▼
場
所
・
問

合
先
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
９
階
）

☎
４
３
５
・
１
２
２
８

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。
１
月
中

旬
か
ら
調
査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査

員
が
農
林
業
関
係
者
を
訪
問
し
、
聞

き
取
り
調
査
や
調
査
票
の
配
布
等
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
査
内
容
を
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。　

▼
問
合
先
＝
企
画
課
☎

４
３
５
・
１
３
２
５

2020
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
宝
く
じ

の
助
成
金
で
Ｄ
│
１
級
軽
可
搬
消
防

ポ
ン
プ
一
式
を
加
太
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
に
整
備
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
地

域
の
防
火
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図

り
ま
す
。　

▼
問
合
先
＝
予
防
課
☎
４
２
７
・
０

１
１
９

宝
く
じ
助
成
金
の
活
用

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方
で
も
、
所
得
税
・
市

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
身
体
障
害

者
に
準
ず
る
障
害
状
態
に
あ
り
、
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

②
知

的
障
害
者
に
準
ず
る
認
知
症
が
あ

り
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

③
６
か
月
程
度
以
上
臥が
し
ょ
う床

し
、
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
る
方

▼
申
請
＝
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（写）
・
印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
者
・
地

域
福
祉
課
ま
で　

※
随
時
受
付

▼
申
請
・
問
合
先
＝
高
齢
者
・
地

域
福
祉
課
（
東
庁
舎
２
階
）
☎

４
３
５
・
１
０
６
３

障
害
者
控
除
対
象
認
定

障害のある方や福祉作業所等の授産
品を販売。販売・接客は施設の利用
者と従業者が行います。
●期間／２月３日月～７日金
●場所／ 1 階市民ホール階段下
●販売品目／雑貨・農作物・弁当・
パン・お菓子など
問 障害者支援課
☎435-1060、ＦＡＸ 431-2840

　

朝
晩
の
厳
し
い
冷
え
込
み
が
予
想

さ
れ
る
時
は
、
屋
外
の
水
道
管
を
布

な
ど
で
保
護
し
た
り
、
蛇
口
か
ら
ご

く
少
量
の
水
を
出
し
た
り
し
て
、
凍

結
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
＝
維
持
管
理
課
☎

４
３
５
・
１
１
３
１

水
道
の
凍
結
防
止

　

赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
を
記
念
し
、ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
苗
木
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
31
年
・
令
和
元
年（
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）
生
ま
れ
の
市

民　

▼
定
員
＝
50
人
（
抽
選
）　

▼
申
込
＝
１
月 

31
日

（金）
〈
消
印
有

効
〉
ま
で
に
往
復
は
が
き
で　

※
申

込
者
（
同
居
親
族
）
と
子
の
氏ふ
り

名が
な

・

子
の
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番

号
・
市
税
完
納
調
査
に
同
意
す
る
旨

を
記
入
。
子
供
１
人
に
つ
き
１
通
ま

で
。
贈
呈
は
３
月
予
定
。
詳
細
は
市

Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
０
９
９
８
５
）
▼

問
合
先
＝
公
園
緑
地
課
☎
４
３ 

５
・

１
０
７
６

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
に
苗
木
贈
呈

▼
対
象
者
＝
次
の
①
②
に
該
当
す
る

方　

①
令
和
２
年
度
に
市
立
の
小
学

校
・
義
務
教
育
学
校
に
入
学
を
予
定
、

も
し
く
は
本
市
に
住
所
を
有
し
和
歌

山
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
に
入

学
を
予
定
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者

②
児
童
扶
養
手
当
全
部
受
給
者
ま
た

は
就
学
援
助
制
度
の
所
得
基
準
に
該

当　

※
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く

▼
申
請
期
間
＝
１
月
14
日

（火）
～
24

日
（金）
ま
で
（
土
・
日
含
む
）
８

時
30
分
～
17
時
15
分　

▼
申

請
・
問
合
先
＝
学
校
教
育
課　

☎

４
３
５
・
１
１
３
９

就
学
援
助
の
入
学
前
支
給
申
請

　
「
民
間
訴
訟
告
知
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
、「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
と
の
内
容
の

ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
名

称
の
組
織
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
架
空
請
求
詐
欺
の

手
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
い
た
場

合
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

４
３
５
・
１
１
８
８

「
民
間
訴
訟
告
知
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ガ
キ
に
注
意
！

▼
対
象
＝
本
市
に
償
却
資
産(

土

地
・
家
屋
以
外
の
事
業
に
使
用
で
き

る
資
産
。
機
械
・
装
置
・
備
品
等)

を
所
有
す
る
事
業
者　

※
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
所
有
す
る
も
の
を
申
告

す
る
こ
と
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

▼
申
請
＝
１
月
31
日

（金）

〈
必
着
〉
ま
で
に
郵
送
・
持
参
で
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス(

地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム)

も
利
用
可
。　

▼
申
請
・

問
合
先
＝
資
産
税
課
（
市
役
所
２
階

⑤
番
窓
口
）
☎
４
３
５
・
１
０
３
７

固
定
資
産
税
の
申
告
は

　
　
　
　
　
　

１
月
31
日
ま
で
に

　　

視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
、
納
税

通
知
書
の
内
容
を
点
字
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
封
筒
に
も
通
知
書
が

入
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
点
字

シ
ー
ル
を
貼
付
。　

▼
申
込
＝
３

月
31
日
(火)
ま
で
に
電
話
で　

▼
申

込
先
＝
①
個
人
市
・
県
民
税
：
市

民
税
課
☎
４
３
５
・
１
０
３
６　

②

固
定
資
産
税
：
資
産
税
課
☎

４
３
５
・
１
０
３
７　

※
以
前
に
申

し
込
ん
だ
方
は
、
申
込
不
要
。

納
税
通
知
書
を
点
字
で
お
届
け

税金・保険料の納期限

1 月 31 日 金
固定資産税・都市計画税（４期）
問 納税課 ☎ 435-1038

国民健康保険料（８期）
問 国保年金課 ☎ 435-1214

介護保険料（８期）
問 介護保険課 ☎ 435-1334

後期高齢者医療保険料（７期）
問 保険総務課 ☎ 435-1062
※平成 31 年１月～令和元年 12 月に納付し
た保険料のお知らせは、１月下旬に発送。

　

各
種
行
政
情
報
の
ほ
か
、
観
光
・

歴
史
・
医
療
な
ど
の
地
域
情
報
を
盛

り
込
ん
だ
「
わ
か
や
ま
し
暮
ら
し

の
ペ
ー
ジ
」
を
発
行
し
ま
す
。
市

と
（株）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
で
協
働
発
行

し
、
製
作
や
配
布
の
全
経
費
は

（株）

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
収
入
で
賄

い
、
市
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。
６
月
に
市
内
全
戸
へ
配
布
予

定
。　

▼
問
合
先
＝
広
報
広
聴
課
☎

４
３
５
・
１
０
０
９

わ
か
や
ま
し
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

協
働
発
行
へ

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
助
成
を
受
け
、
地
域
防
災
組
織

の
応
急
手
当
で
使
用
す
る
蘇
生
用
訓

練
人
形
等
（
訓
練
用
人
形
・
効
果
確

認
機
器
・
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
訓
練
用

パ
ッ
ド
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

消
防
局
で
は
、
救
命
率
の
向
上
、

後
遺
症
の
低
減
を
目
指
し
応
急
手
当

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
＝
警
防
課
☎
４
２
８
・
０

１
１
９

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

　

書
き
間
違
え
た
た
め
に
投
函
し
な

か
っ
た
年
賀
ハ
ガ
キ
な
ど
を
回
収
し

て
切
手
に
交
換
し
、
海
外
で
の
教
育

支
援
に
役
立
て
ま
す
。

▼
期
間
＝
２
月
20
日

（木）
ま
で　

▼
回
収
箱
設
置
場
所
＝
総
合
案
内
所

（
市
役
所
１
階
）・
生
涯
学
習
課（
同
11

階
）な
ど　

▼
問
合
先
＝
生
涯
学
習
課
☎
４
３

５
・
１
１
３
８

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

　
　
　
　
　

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
家
具
転
倒
防
止
用
固
定
金
具
を
無

料
で
取
り
付
け

②
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
購
入
・
設
置
費

用
を
補
助

　

地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
準
備

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
い
ず
れ
も
①
65
歳
以
上

の
方
の
み
の
世
帯　

②
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
・

４
・
５
と
さ
れ
て
い
る
方
の
い
る

世
帯　

③
身
体
障
害
者
手
帳（
１

級
・
２
級
）・
療
育
手
帳（
A1
・
A2
）・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
特

定
医
療
費（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受

給
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

の
方
の
い
る
世
帯

▼
募
集
件
数
＝
い
ず
れ
も
予
算
が

な
く
な
り
次
第
受
付
終
了
。
１

世
帯
１
回

①
先
着
230
件　

※
固
定
金
具
代

は
自
己
負
担
。
固
定
す
る
家
具

は
３
つ
ま
で　

②
先
着
100
件 

※

上
限
１
万
円

●
い
ず
れ
も

▼
申
込
＝
１
月
31
日

（金）
ま
で
に
①

申
請
書
②
事
前
相
談
依
頼
書
を
郵

送
・
持
参　

▼
申
込
先
＝
〒
６
４
０
・
８
１
５
７　

八
番
丁
12 

地
域
安
全
課
☎

４
３
５
・
１
０
０
５
（
消
防
局
庁
舎

５
階
）
※
申
請
書
・
事
前
相
談
依

頼
書
は
同
課
・
支
所
・
連
絡
所
・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
、
市
Ｈ

Ｐ（
ID
：
①
１
０
０
４
３
８
４　

②

１
０
２
０
１
０
９
）。

災
害
に
備
え
準
備
を
！

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
、改
造

に
伴
う
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
及

び
配
管
工
事
に
必
要
な
費
用
を
補

助
し
ま
す
。　

▼
対
象
＝
公
共
下
水

道
事
業
計
画
区
域
と
集
落
排
水
整
備

区
域
を
除
く
区
域
で
、
平
成
31
年
４

月
以
降
に
着
工
し
、
３
月
末
ま
で
に

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
工
事
が
完

了
す
る
個
人
住
宅
。
※
販
売
・
賃
貸

目
的
の
も
の
は
対
象
外　

▼
申
請
＝

設
置
届
出
後
、
１
月
31
日

（金）
ま
で
に

本
人
か
同
居
す
る
家
族
が
印
鑑
を
持

参
し
窓
口
へ
。
※
予
算
が
な
く
な
り

次
第
受
付
終
了　

▼
申
請
・
問
合
先

＝
浄
化
衛
生
課
（
市
役
所
７
階
）
☎

４
３
５
・
１
０
６
７

浄
化
槽
設
置・撤
去・配
管
工
事
費
用
補
助

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

排
水
設
備
等
指
定
工
事
店
・

工
事
責
任
技
術
者
の
登
録
申
請
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▼
日
時
＝
2
月
21
日

（金） 

10
時
30
分

～
12
時　

▼
場
所
＝
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
＝
土つ
ち
や
ま山

祐ゆ

か加
氏
に
よ

る
骨
盤
ヨ
ガ　

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ

ス
タ
オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
持
参

▼
対
象
・
定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
女
性
先
着
40
人　

▼
申
込
＝

１
月
10
日

（金）
～
２
月
14
日

（金）
ま
で
に

電
話
・
直
接
窓
口
で　

※
一
時
保
育

（
1
歳
～
就
学
前
）
あ
り　

▼
申
込
・

問
合
先
＝
男
女
共
生
推
進
課
（
あ
い

あ
い
セ
ン
タ
ー
５
階
）
☎
４
３
６
・

８
７
０
４
。
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場

合
翌
日
）

　

家
事
援
助
従
事
者
の
資
格
を
取
得 

で
き
ま
す
。　

▼
日
時
＝
２
月
16
日

（日）
９
時
30
分
～
17
時
15
分　

▼
会
場

＝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

▼

定
員
＝ 

40
人
（
抽
選
）　

▼
申
込
＝

２
月
10
日

（月）
ま
で
に
電
話
で　

▼
申

込
・
問
合
先
＝
地
域
包
括
支
援 

課
☎

４
３
５
・
１
１
９
７ 　

 

※
詳
細 

は
市

Ｈ
Ｐ
（ 

ID 

：
１
０
２
４
４
８
５
）

講
座

催
し

生
活
支
援
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

　

市
の
名
所
や
旧
跡
を
テ
ー
マ
に
絵

画
を
募
集
し
、
応
募
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
応
募
資
格
・
作
品
規
格
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
会
期
・
時
間
＝
１
月
26
日

（日）
～
２

月
１
日

（土）
、
９
時
30
分
～
17
時　

※

初
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
10
時
開
始
）
の
終
了
後
～
17
時
。

１
月
27
日

（月）
は
休
館
。　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
展
示
室　

▼
搬
入
＝
１
月
18
日

（土）
・
19
日

（日）　

▼
問
合
先
＝
わ
か
や
ま
名
所
・
旧
跡

絵
画
展
実
行
委
員
会（
和
歌
山
文
化

協
会
内
）
☎
４
３
６
・
３
５
８
０
、

市
民
会
館
☎
４
３
２
・
１
２
１
２（
月

曜
休
館
）

紀
州
徳
川
家
入
国

400
年
記
念

第
７
回 

わ
か
や
ま
名
所
・
旧
跡
絵
画
展

　

非
核
平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、

広
島
・
長
崎
原
爆
被
害
の
実
相
や
現

在
の
核
兵
器
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

写
真
や
図
表
を
用
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
。

▼
日
時
＝
１
月
16
日

（木）
～
24
日

（金）　

▼
場
所
＝
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
問
合
先
＝
市
民
生
活
課
☎
４
３

５
・
１
０
４
５

原
爆
写
真
展

▼
日
時
＝
２
月
23
日

（日）
９
時
～
13
時　

▼
場
所
＝
和
歌
浦
周
辺　

▼
内
容
＝
地
図
を
も
と
に
ポ
イ
ン
ト

を
回
り
写
真
を
撮
る
野
外
ゲ
ー
ム　

▼
対
象
＝
２
～
５
人
の
チ
ー
ム
（
18

歳
以
上
を
１
人
以
上
含
む
。
個
人
参

加
可
）　

▼
定
員
＝
先
着
30
組　

▼
費
用
＝
大
人
300
円　

小
人
200
円

（
小
学
生
以
下
）　

▼
申
込
＝
１
月
14
日

（火）
～
電
話
・
郵

送
・
℻
・
持
参
で　

▼
申
込
・
問
合

先
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
本
庁
舎

10
階
）
☎
４
３
５
・
１
３
６
４
、
℻

４
３
５
・
１
３
５
８

フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▼
日
時
＝
１
月
26
日

（日） 

13
時
半
～

15
時
半　

▼
集
合
場
所
＝
紀
三
井
寺
階
段
下　

▼
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）　

▼
費
用
＝
300
円　

▼
申
込
＝
１
月
15
日

（水）<

必
着>

ま

で
に
往
復
は
が
き
で　

※
【
往
信

側
】
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入　

▼
申
込
・
問
合
先

＝
〒
６
４
０
・
８
１
４
６ 
一
番
丁

３ 

和
歌
山
市
観
光
協
会
内 
和
歌

山
市
語
り
部
「
ウ
ォ
ー
ク
」
係
☎

０
９
０
・
９
７
０
４
・
５
６
１
９
（
寒

川
） 紀

三
井
寺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

～
あ
な
た
の
知
ら
な
い
紀
三
井
寺
を
巡
る
～

▼
日
時
＝
１
月
５
日
(日)
～
31
日
(金)
の

各
日
10
時
～
16
時　

▼
場
所
＝
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
（
消
防
局
３
階
）　

▼
内
容
＝
同
セ
ン
タ
ー
内
に
隠
れ
て

い
る
和
び
っ
と
ち
ゃ
ん
の
シ
ル
エ
ッ

ト
型
シ
ー
ル
を
、
体
験
学
習
し
な
が

ら
探
す
。　

▼
問
合
先
＝
防
災
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
４
２
３
・
０
１
１
９

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

~

か
く
れ
和
び
っ
と
ち
ゃ
ん
を
探
せ~

▼
日
時
＝
１
月
19
日

（日） 

13
時
～
14

時
30
分　

▼
場
所
＝
青
少
年
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
＝
堀
米
氏
と

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
受
講
生
ら
に
よ
る

無
料
演
奏
会　

▼
問
合
先
＝
緑
風
舎

☎
４
５
５
・
２
３
１
３
、
文
化
振
興

課
☎
４
３
５
・
１
１
９
４

「
堀
米
ゆ
ず
子
と
若
き
才
能
た
ち
＠
加
太
」

弦
楽
合
奏
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
＝
１
月
29
日

（水） 

13
時
30
分

～
15
時
30
分　

▼
場
所
＝
勤
労
者
総
合
セ
ン
タ
ー
６

階
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝

2050
年
温
室
効
果
ガ
ス
80
％

削
減
を
見
据
え
たCO

O
L CH

O
ICE

▼
定
員
＝
先
着
150
人　

▼
申
込
＝
１
月
10
日

（金）
～
16
日

（木）
〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
は
が
き
・

℻
・
メ
ー
ル
で　

※
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参
加
人

数
、
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
希
望

の
有
無
を
記
入
。　

▼
申
込
・
問
合
先
＝
環
境
政
策
課
☎

４
３
５
・
１
１
１
４
、
℻
４
３
５
・

１
３
６
６
、
✉kankyoseisaku@

city.w
akayam

a.lg.jp

和
歌
山
市
環
境
保
全
講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
14
日

（金） 

13
時
～
18

時
30
分　

▼
場
所
＝
阪
急
グ
ラ
ン
ド

ビ
ル
26
階
（
大
阪
市
北
区
角
田
町

８
・
47
）　

▼
内
容
＝
①
就
職
セ
ミ

ナ
ー
②
企
業
研
究
会
③
交
流
会　

▼

対
象
＝

2020
・

2021
年
３
月
卒
業
予
定
者
、

一
般
求
職
者
（
高
校
生
除
く
）　

▼

申
込
＝
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら　

▼

問
合
先
＝
和
歌
山
県

経
営
者
協
会
☎
４
９

７
・
８
１
１
５

わ
か
や
ま
就
職
応
援　

　
　
　

企
業
研
究
会
＆
交
流
会

▼
日
時
＝
1
月
13
日

（月） 

13
時
～
16

時　

※
入
退
場
自
由　

▼
場
所
＝
和

歌
山
ビ
ッ
グ
愛
１
階　

▼
内
容
＝
県

内
の
優
良
企
業
約
100
社
が
参
加
す
る

合
同
企
業
説
明
会　

▼
対
象
＝
一
般

求
職
者
、

2020
年
３
月
卒
業
予
定
の
学

生
（
高
校
生
含
む
）
▼
問
合
先
＝
和

歌
山
県
経
営
者
協
会
（
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
）
☎
４
９
７
・
８
０
０
１

わ
か
や
ま
就
職
フ
ェ
ア

2020

▼
日
時
＝
２
月
１
日

（土） 

13
時
～
14

時
30
分　

▼
場
所
＝
和
歌
山
市
民
会

館
４
階　

▼
内
容
＝
事
業
所
の
業
務

内
容
や
職
場
の
雰
囲
気
な
ど
が
直
接

聞
け
ま
す　

▼
問
合

先
＝
（
社
福
）
和
歌

山
県
社
会
福
祉
協
議

会
☎
４
３
５
・
５
２

１
１ 福

祉
の
お
仕
事

　
　

就
職
相
談
会
in
わ
か
や
ま

①
め
で
た
い
で
ん
し
ゃ
de
恋
し
た

い
！
in
加
太　

②
い
ち
ご
電
車
で
一

期
一
会
！
貴
志
川
線
が
繋
ぐ
赤
い
糸

▼
日
時
＝
①
１
月
25
日

（土） 

11
時
～

15
時
②
２
月
24
日

（月） 

11
時
～
15
時

い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
受
付　

▼
集

合
場
所
＝
①
南
海
和
歌
山
市
駅
前
広

場
②
JR
和
歌
山
駅
西
口
改
札
前　

▼

対
象
＝
①
20
歳
～
35
歳
②
27
歳
～
40

歳
の
独
身
者　

▼
定
員
＝
男
女
各
15

人
（
抽
選
）　

▼
費
用
＝
①

2000
円
②

1000
円
▼
申
込
＝
①
１
月
15
日

（水）
②
２

月
16
日

（日）
ま
で
に
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
▼
問
合
先
＝
泉
州
広
告

（株）
ぱ

ど
・
ま
み
た
ん
事
業
部

（
西
風
）
☎
０
９
０
・

１
６
７
６
・
９
９
９
６

和
歌
山
市
出
会
い
応
援
事
業

　

わ
か
や
ま
縁
結
び
ト
レ
イ
ン

▼
日
時
＝
２
月
７
日

（金） 

14
時
～
15

時
半
（
13
時
30
分
～
受
付
）　

▼

場
所
＝
和
歌
山
市
保
健
所
３

階　

▼
申
込
＝
１
月
29
日

（水）
ま
で

に
電
話
・
℻
で　

※
店
舗
名
称
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入　

▼
申
込
・
問
合
先
＝
地
域
保

健
課
☎
４
８
８
・
５
１
２
１
、
℻

４
３
１
・
９
９
８
０

飲
食
店
向
け

　

受
動
喫
煙
防
止
対
策
講
習
会

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
講
座　

「
骨
盤
ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」

▼
日
時
＝
１
月
25
日

（土） 

13
時
30
分

～
16
時
30
分　

▼
場
所
＝
県
民
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
映
画

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
上
映
、

座
談
会　

▼
定
員
＝
先
着
300
人　

▼

問
合
先
＝
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

和
歌
山
地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
和

歌
山
）
☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５

４
５
７

法
テ
ラ
ス
和
歌
山 

法
教
育
セ
ミ
ナ
ー

終
活
の
ス
ス
メ
Ⅲ 

～
改
正
相
続
法
を
中
心
に
～

文化・体育施設等の講座
講座名  ※○は回数 期間 時間 定員・対象 参加費 申込 場所・申込・問合先

エコクラフトバンド① ２/29 土 ９：30～11：30
15 人　　　 抽選
※小学３年生以上（小学生は保
護者同伴）

500 円 １/ ６🈷～ 27 🈷に電話・
窓口へ

東部コミュニティセンター
☎ 475-0020

親子でバレンタインクッキ
ング① ２/ ２日 10：00～12：00

10 組 20 人  抽選
※小学生以上と保護者 1,200 円 １/ ５日～ 14 火に電話・

窓口へ 河南コミュニティセンター
☎ 477-6522　

筆文字パステルアート① ２/15 土 10：00～12：00
20 人　　　 抽選
※小学４年生以上 600 円 １/18 土～ 27 🈷に電話・

窓口へ

手作りバレンタインの贈り
物① ２/ ９日 10：00～13：00 16 人　　　 抽選 1,800 円 １/15 水 ま で に 電 話・

FAX・窓口へ
※いずれも高校生以下不可

河西コミュニティセンター
☎ 480-1171、ＦＡＸ 480-1172　

世界料理紀行  韓国宮廷料
理① ２/22 土 10：00～13：00 16 人　　　 抽選 1,500 円

和紙で作るひな人形教室① ２/10 🈷 10：00～12：00 15 人　　　 抽選 1,000 円
１/ ６🈷～ 20 🈷に電話・
窓口へ

北コミュニティセンター
☎ 464-3031     休 金曜障がい者ソフト粘土で手形

アート教室①
２/18 火 10：00～11：30

２人１組 10 組　　  抽選
※市内在住・在 勤の方と介助者 1,200 円

英会話教室（３日教室）③ １/14・21・28 の火 10：00～11：30 10 人 1,500 円

１/ ４土～ 13 🈷に電話・
窓口へ

南コミュニティセンター
☎ 494-3755

アロマセラピー教室
（アロマクリーム・ルームス

プレイを作成）
1１/18 土
2１/23 木

110：00～12：00
218：30～20：30 各 10 人 各 2,000 円

ツボ押し健康ストレッチ教

室（５日教室）⑤
１/20・27・２/ ３・
10・17 の🈷 13：30～14：45 30 人 2,500 円

のびのび親子すとれっち① ２/ ４火 10：30～11：00
７組 14 人
※子供１人につき保護者１人 無料

休 金曜

休 金曜

休 金曜

抽選

休 水曜

抽選

抽選

抽選

※詳細は、各施設へお問い合わせください。

▼
日
時
＝
１
月
12
日

（日） 

13
時
～
14

時
30
分　

▼
場
所
・
問
合
先
＝
和
歌

の
浦
ア
ー
ト
・
キ
ュ
ー
ブ
☎
４
４
５
・

１
１
８
８

TSU
N

A
JECT

（
繋
ジ
ェ
ク
ト
）∞
第
75
弾

第
10
回
伝
統
芸
能「
和
太
鼓
の
耀
き
」発
表
公
演

▼
日
時
＝
２
月
15
日

（土）
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

▼
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー　

▼
対
象
＝
小
学
１
～
３

年
生　

※
保
護
者
同
伴　

▼
定
員

＝
先
着
10
グ
ル
ー
プ　

※
雨
天
順

延
。
作
業
用
手
袋
持
参　

▼
費
用
＝

１
グ
ル
ー
プ
200
円　

▼
申
込
＝
１
月

30
日 

（木）
９
時
～
電
話
で　

▼
申
込
・

問
合
先
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
８
・
３
７
０
７
（
火
曜
休
園
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
て

　
　
　
　
　

春
に
収
穫
し
よ
う 

●
作
品
展　

▼
日
時
＝
２
月
14
日

（金）

～
16
日

（日）
の
９
時
30
分
～
17
時　

※

初
日
は
10
時
～
、
最
終
日
は
15
時
ま

で
。　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
展
示
室　

▼
内
容
＝
手
芸
・
絵
画
・
書
道
な
ど

●
実
践
発
表
会　

▼
日
時
＝
２
月
15

日
（土） 

11
時
30
分
～
16
時　

▼
場
所

＝
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝

民
踊
・
コ
ー
ラ
ス
・
大
正
琴
な
ど

●
い
ず
れ
も　

▼
問
合
先
＝
生
涯
学

習
課
☎
４
３
５
・
１
１
９
３

公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
医
療
調
剤
パ
ソ

コ
ン
・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
・
溶

接
加
工
・
電
気
設
備
技
術
・
住
環
境

計
画
・
ビ
ル
管
理
技
術
（
申
込
期
間

あ
り
）。　

▼
費
用
＝
無
料
（
教
科
書

代
等
別
）　

※
給
付
金
（
月
10
万
円
・

交
通
費
）
制
度
あ
り
（
条
件
あ
り
）。　

▼
対
象
＝
再
就
職
を
目
指
し
て
求
職

活
動
を
行
う
失
業
者
等　

▼
申
込
・

問
合
先
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
和
歌
山
東
別
館
☎
４

８
８
･
７
８
１
０

２
月
～
３
月
開
講

　
　
　

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

生
活
や
仕
事
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
自
立
に
向
け
た
取

組
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
場
所
・
問
合
先
＝
生
活
支
援
課
☎

４
３
５
・
１
２
０
５

相
談

生
活
困
窮
者
の
自
立
相
談

　
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
医
師
に
よ 

る
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
要
予
約
・ 

無
料
）。
相
談
日
以
外
で
も
、
お
近 

く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
関
す
る
相
談

地域包括支援センター 相談日

木　本 / ☎ 480-3010 １/16 木
野　崎 / ☎ 453-8102 １/28 火
有　功 / ☎ 464-1033 １/21 火
和　佐 / ☎ 477-7181 １/22 水
雑　賀 / ☎ 445-1700 １/16 木
宮　前 / ☎ 474-5535 １/23 木
新　南 / ☎ 488-1750 １/14 火
宮　北 / ☎ 432-0077 １/23 木

　

悪
質
商
法
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
対
し
、
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
予
約
不
要
。

契
約
書
・
見
積
書
等
あ
れ
ば
持
参
。

▼
日
時
＝
１
月
20
日

（月） 

13
時
30

分
～
15
時
30
分　

▼
場
所
＝
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

▼
問

合
先
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

４
３
５
・
１
１
８
８

消
費
生
活
相
談
出
張
窓
口
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●
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん

▼
日
時
＝
２
月
20
日

（木） 

13
時
30

分
～
15
時
30
分　

▼
定
員
＝
25
人

（
抽
選
）　

▼
申
込
＝
２
月
13
日

（木）

ま
で
に
電
話
で　

▼
場
所
・
申
込
・

問
合
先
＝
南
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

４
９
９
・
５
５
６
６

●
お
手
軽
バ
ラ
ン
ス
朝
ご
は
ん

▼
日
時
＝
２
月
25
日

（火） 

13
時
30

分
～
15
時
30
分　

▼
定
員
＝
24
人

（
抽
選
）　

▼
申
込
＝
２
月
18
日

（火）

ま
で
に
電
話
で　

▼
場
所
・
申
込
・

問
合
先
＝
北
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

４
６
４
・
５
０
５
１

●
い
ず
れ
も　

※
三
角
巾
・
エ
プ
ロ

ン
・
タ
オ
ル
（
手
拭
き
用
）・
筆
記

用
具
持
参　

※
初
参
加
優
先

①
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
！

▼
日
時
＝
２
月
９
日

（日） 

13
時
30
分

～
15
時
30
分　

②
自
宅
介
護
の
方
法
を
学
ぼ
う
：

ベ
ッ
ド
周
辺
編　

▼
日
時
＝
１
月
11

日
（土） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

③
自
宅
介
護
の
方
法
を
学
ぼ
う
：
移

動
方
法
編　

▼
日
時
＝
２
月
15
日

（土） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
い
ず
れ
も

▼
場
所
＝
①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
楪

ゆ
ず
り
は（

榎
原
174
・
100
） 

②
③
龍
神

整
形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
龍
神
（
北
中
島
１
・
５
・
１
）

▼
申
込
＝
①
１
月
10
日

（金）
～
31
日

（金） 

②
１
月
10
日

（金）
ま
で 

③
１
月
10
日

（金）
～
２
月
14
日

（金）
ま
で
に
電
話
で

▼
申
込
・
問
合
先
＝
①
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ア
ン
シ
ア
ナ
ト
ー
☎

４
５
４
・
８
９
０
０ 

②
③
和
歌
山
国

際
厚
生
学
院
☎
４
６
２
・
０
３
０
０

離乳食講習会
●日時／２月 21 日金　10 時 30 分～ 11 時 45 分
●定員／先着 20 組　●申込／１月 10 日金～電話で
●場所・申込・問合先／西保健センター

乳幼児健診　 ●受付時間／ 13 時～ 14 時 30 分
中保健 西保健 南保健 北保健

４か月児
令和元年 10 月生まれ

２/18 火
２/25 火

２/13 木
２/27 木

２/ ４火
２/18 火

２/14 金
２/26 水

10 か月児
平成 31 年４月生まれ

２/21 金
２/28 金

２/14 金
２/25 火

２/ ５水
２/19 水

２/12 水
２/20 木

１歳６か月児 ※１
平成 30 年６月生まれ

２/ ６木
２/26 水

２/ ４火
２/18 火 ２/14 金 ２/ ７金

３歳児 ※２
平成 28 年８月生まれ ２/13 木 ２/ ５水

２/19 水 ２/27 木 ２/ ６木

２歳６か月児歯科
平成 29 年８月生まれ ２/12 水 ２/ ７金 ２/28 金 ２/ ４火

※母子手帳持参。治療中の方は主治医にご相談ください。 ※１・２和歌山市では１歳８
か月になる月に１歳６か月児健診、３歳６か月になる月に３歳児健診を実施しています。

子育て
　中保健センター ☎ 488-5122
　南保健センター ☎ 499-5566
　西保健センター ☎ 455-4181
　北保健センター ☎ 464-5051

赤ちゃんの交流会やふれあい遊び
すくすくルーム
●日時／２月 17 日月 10 時～ 11 時 30 分　●対象／０歳
児と保護者　●定員／ 20 組（抽選）　●申込／２月７日金
までに電話で　●場所・申込・問合先／南保健センター

赤ちゃん広場
●日時／①２月 19 日水 ② 27 日木 各日 13 時 30 分～ 15
時 30 分　●対象／生後２～５か月児と保護者　●定員／
各 15 組（抽選）　●申込／①２月 12 日水 ② 20 日木まで
に電話で　●場所・申込・問合先／①中保健センター ②北
保健センター
にこにこ相談室
●日時／２月 20 日木 10 時～ 11 時 30 分　●対象／０歳
児と保護者　●定員／ 20 組（抽選）●申込／２月 13 日木
までに電話で　●場所・申込・問合先／西保健センター

栄
養
教
室（
講
話
と
調
理
実
習
）

マタニティサークル
●日時／①２月４日火・19 日水 ②２月 13 日木・27 日木 各日 13 時 30
分～ 15 時 30 分　●場所・問合先／①中保健センター ②北保健センター

▼
実
施
日
＝
毎
月
第
３
水
曜
、
９
時

～
11
時　

▼
対
象
＝
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方　

※
要
予
約
・
無
料　

▼

予
約
・
問
合
先
＝
保
健
対
策
課
☎

４
８
８
・
５
１
１
８

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

新生児訪問事業
助産師・保健師が生後 28 日以内の新生児期に家庭を訪問し、体重
測定等や育児相談を行います。●申込／母と子の健康のためのしお
りについているはがき（新生児訪問指導依頼票）・電話で　
●申込・問合先／地域保健課 ☎ 488-5120

しあわせたく３未来ギフト事業
市長のメッセージカード入りギフトを贈ります。
●対象／子供の出生により３人以上の子の父または母になった方　●必
要なもの／住民票の写し（世帯状況の閲覧同意がある方は不要）、新生児
の出生確認ができるもの（母子健康手帳など）、印鑑　●申請期限／対象
児出生日から６か月以内　●問合先／子育て支援課☎ 435-1329

ファミリー・サポート・センター
子育てをサポートするスタッフ会員になるための講習会を
開催します
全６日間の講習受講後、スタッフ会員の登録ができます。
依頼会員とスタッフ会員を兼ねる両方会員としての登録も
可能。
●場所／あいあいセンター　※一時保育（１歳～未就学児）
あり。要予約　●会員登録に必要なもの／本人確認書類（免
許証等）・写真（３㎝× 2.4㎝）２枚　※両方会員希望者は３
枚　●定員／先着 40 人　●費用／無料（資料代自己負担）
●申込／１月 10 日金～電話・直接窓口へ　●申込・問合先
／ファミリー・サポート・センター ☎424-3770（月曜休館、
月曜が祝日の場合はその次の平日除く９時～ 17 時）　
✉ famisapo-wakayama.c@

axel.ocn.ne.jp（下記ＱＲコー

ド）　※１月 19 日日にファミ

リー・サポート・セン
ター講演会を開催

開催日 時間
２/ ４火 10：50 ～ 15：40
２/ ７金 10：00 ～ 16：00
２/13 木 10：30 ～ 15：40
２/19 水 10：30 ～ 15：10
２/21 金 10：30 ～ 16：00
２/28 金 10：00 ～ 15：00

親磨きのススメ講習会
●日時／１月 19 日日 10 時～ 11 時　●場所／東部コミュニティセンター
●内容／辻由起子氏（和歌山市家庭教育支援アドバイザー）による講座「子
どもの自己肯定感を育むために、今、親にできること」　●対象／おもに
子育てひろば「パパとあそぼう」に参加している未就園児の保護者　
●定員／ 30 人程度　●問合先／子育て支援課 ☎435-1329

子育てひろば
場所 １月 ２月 ３月

河北コミュニティセンター 14 火 ４火 ３火
中央コミュニティセンター 15 水 ５水 ４水

北コミュニティセンター 16 木 ６木 ５木
８日

健康館　※駐車場有料 17 金 ７金 ６金
河南コミュニティセンター 21 火 18 火 10 火

東部コミュニティセンター 19 日
22 水 19 水 11 水

河西コミュニティセンター 23 木 20 木 12 木

●時間／ 10 時～ 11 時 30 分（開場９時 30 分～）
●対象／未就園児と保護者　※カラーマーカー・古
新聞・靴袋持参・こぴちゃんバッグ（お持ちの方）
●問合先／子育て支援課 ☎ 435-1329　
１/19 日・３/ ８日は「パパとあそぼう！」
パパの参加をお待ちしています。ママ・祖父母も参加可能。

赤ちゃんランド
●日時／①２月３日月 ②６日木 ③ 13 日木 ④ 18 火 ⑤ 27 木 各日 10
時～ 11 時 30 分　●対象／１歳未満児　●持ち物／赤ちゃんを寝か
せる敷物　※詳細は各地域子育て支援センターまで

場所 地域子育て支援センター
① 河南コミュニティセンター こうまなかよしランド ☎ 477-2310

② 中央コミュニティセンター
さつきランド　 ☎ 473-2444

ようすいランド　 ☎ 445-6875

③ 東部コミュニティセンター しょうぶふれあい広場 ☎ 466-2556

④ 北コミュニティセンター いさお KIDS　 ☎ 464-4320

⑤ 河北コミュニティセンター さかえKids サポート ☎ 455-3336

▼
日
時
＝
２
月
６
日

（木） 

10
時
～
14

時　

▼
場
所
＝
西
保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
＝
講
話
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多

く
含
む
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習　

▼

定
員
＝
先
着
25
人　

▼
費
用
＝
400
円　

▼
申
込
＝
１
月
10
日

（金）
～
24
日

（金）
ま

で
に
電
話
で　

▼
申
込
・
問
合
先
＝

地
域
保
健
課
☎
４
８
８
・
５
１
２
０

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ

家
族
介
護
教
室

セットでがん検診　
●日時・場所／1２月８日土 保健所 ８時 30 分～ 10 時 30
分 2２月 18日火 北保健
センター９時～ 11 時　
●内容／胃がん検診（胃
バリウム検査）、肺がん
検診（胸部エックス線
直接撮影）、大腸がん検
診（便潜血検査）、乳が
ん検診（マンモグラフィ）　●対象／【胃がん】50 歳以上
の偶数年齢　【肺がん・大腸がん】40 歳以上 　【乳がん】
40 歳以上の偶数年齢の女性（授乳中や検診部位に症状が
ある方は不可）　※胃がん・乳がんは前年度未受診の奇数
年齢も可　●申込／1１月 24 日金 2２月４日火までに電
話・はがきで ※住所・氏名・生年月日・電話番号・希望検
診名を記入。●申込先／〒 640-8137  和歌山市吹上 5-2-15 
地域保健課「セットでがん検診」係 ℡ 488-5121

検診
自己負担額 定員

（抽選）40 ～ 69 歳 70 歳以上

胃がん 1,000 円
※50歳以上

　500 円 25 人 

肺がん 　500 円 　250 円 -
大腸がん 　500 円 　250 円 -
乳がん 1,500 円 　700 円 20 人

●
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
女
性
で
偶
数

年
齢
の
方　

※
前
年
度
未
受
診
の
奇

数
年
齢
の
方
も
可　

※
授
乳
中
や
検

診
部
位
に
症
状
が
あ
る
方
は
不
可　

▼
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）　

▼
費
用

＝
1500
円
（
70
歳
以
上
は
700
円
）

●
大
腸
が
ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
方　

▼
費
用

＝
500
円
（
70
歳
以
上
は
250
円
）

●
い
ず
れ
も　

▼
日
時
＝
２
月
15

日
（土） 

８
時
30
分
～
10
時
30
分　

▼

場
所
＝
ビ
ッ
グ
愛　

▼
申
込
＝
１
月

31
日

（金）
〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
電

話
・
は
が
き
で　

※ 

住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
希
望
検

診
名
を
記
入　

▼
申
込・問
合
先
＝

〒
６
４
０
・
８
１
３
７ 
吹
上
５
・
２
・

15 

地
域
保
健
課
☎
４
８
８
・５
１
２
１

乳
が
ん・大
腸
が
ん
集
団
検
診

高齢者インフルエンザ予防接種
●実施期間／１月31日金まで　●接種方法／市内の実施
医療機関で接種。年１回のみ　●対象／接種時、市民で
① 65 歳以上の方 ② 60 歳以上 65 歳未満で身体障害者手帳
１級（心臓 ･ 腎臓 ･ 呼吸器・ＨＩＶ感染よる免疫不全）を
有する、または同等の障害がある方　●費用／ 1,500 円 
●問合先／保健対策課☎ 488-5118

　

鶏
刺
し
、
鶏
肉
の
タ
タ
キ
等
の
生

や
加
熱
不
十
分
な
鶏
肉
が
原
因
と
疑

わ
れ
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒

が
多
発
し
て
い
ま
す
。「
新
鮮
だ
か

ら
安
全
」
と
い
う
考
え
方
は
間
違
い

で
す
。
食
肉
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
と
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ

う
。　

▼
問
合
先
＝
生
活
保
健
課
☎

４
８
８
・
５
１
１
１

危
険
！
鶏
肉
の
生
食

➊
毎
日
を
自
分
ら
し
く
健
や
か
に

▼
日
時
・
内
容
＝
①
１
月
30
日

（木）
歯

科
講
話
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実
践　

②

２
月
７
日

（金）
運
動
実
践
・
健
康

チ
ェ
ッ
ク　

③
13
日

（木）
栄
養
講
話
・

調
理
実
習
・
実
食
。
各
日
13
時
30
分

～
15
時
30
分（
最
終
日
は
13
時
か
ら
）

❷
き
ら
り
と
輝
く
身
体
づ
く
り

▼
日
時
・
内
容
＝
①
２
月
20
日

（木）
運

動
実
践
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク　

②
27
日

（木）
歯
科
講
話
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実
践　

③
３
月
５
日

（木）
栄
養
調
理
実
習
・
実

食
。各
日
９
時
30
分
～
11
時
30
分（
最

終
日
は
12
時
ま
で
）

●
い
ず
れ
も　

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
の
方　

※
全

日
程
参
加
で
き
る
方
優
先　

▼
定

員
＝
各
25
人
（
抽
選
）　

▼
申
込
＝

➊
１
月
22
日

（水）　

❷
２
月
13
日

（木）

ま
で
に
電
話
で　

▼
場
所
・
申
込
・

問
合
先
＝
➊
南
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

４
９
９
・
５
５
６
６　

❷
中
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
４
８
８
・
５
１
２
２

シ
ニ
ア
の
た
め
の
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

健
康

▼
日
時
＝
①
和
歌
山
駅
前
献
血
ル
ー

ム
（
１
月
１
日
・
金
曜
日
以
外
に
実

施
） 

②
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前
（
１

月
27
日

（月）
・
２
月
25
日

（火）
・
３
月
５

日
（木）
） 

③
保
健
所
南
駐
車
場
（
１
月

22
日

（水）
午
前
の
み
）　

▼
問
合
先
＝

和
歌
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

４
９
９
・
７
７
２
４
、
総
務
企
画
課

☎
４
８
８
・
５
１
０
８

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
誰
か
を
思
う 

誰
か
を
救
う
。 

は
た
ち
の
献
血
～

２月４日は風しんの日
風しん抗体検査を保健所で行います
●日時／２月２日日９時 30 分～ 12 時 30 分
●場所／和歌山市保健所　●対象／昭和 37 年４
月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性で抗体
検査を受けたことがない方
●定員／先着 50 人　●費用／無料　※本人確認
書類・クーポン券（当日発行可）持参　
●申込／ 1 月 14 日火～ 31 日金までに電話で保
健対策課☎ 488-5118　※結果は後日郵送で通知

施設等利用費の請求をお忘れなく！
１月は預かり保育、認可外保育施設等の無償化１回目の償還
払いのための申請月になります。忘れずに請求をしてくださ
い。　●問合先／保育こども園課 ☎435-1064

▼
日
時
＝
２
月
４
日
・
11
日
の

（火） 

13

時
30
分
～
17
時　

▼
場
所
＝
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容
＝

介
護
予
防
活
動（
自
身
の
健
康
か
ら

地
域
づ
く
り
）
の
担
い
手
を
養
成　

▼
定
員
＝
先
着
100
人　

▼
申
込
＝
１

月
10
日

（金）
～
24
日

（金）
ま
で
に
電
話
で　

▼
申
込
先
＝
和
歌
山
県
理
学
療
法
士

協
会
☎
４
９
９
・
５
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　

 

つ
れ
も
て
健
康
体
操

　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
介
護
予
防
講
座

W
A
K
A
Y
A
M
A
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施設案内

おはなし会・読み聞かせ

▶あかちゃんおはなし会　●日時／１月 11 日土・17 日金・21 日火・
23 日木・２月４日火・７日金 各日 11 時～（約 30 分）

▶幼児おはなし会　●日時／１月 15 日水・25 日土・29 日水・２
月 5 日水 各日 11 時～（約 30 分）　▶小学生おはなし会　●日時／
１月 18 日土・２月８日土 各日 11 時～（約 30 分）　▶えいご絵本
の読み聞かせ　●日時／２月２日日 11 時 15 分～（約 30 分）

市民図書館西分館 ☎ 455-3210 休  月曜、１/14 火

プラネタリウム　●日時／１月 11 日土～３月１日日まで

※１月７日火～ 10 日金はプラネタリウムの投影がありません。

▶「本日の星空解説」「こぐま座のティオ　星空だいぼうけん」 ①
11 時～② 14 時～（土日祝は 13 時～も）▶「本日の星空解説」「星
の旅 - 世界編 -」15 時 30 分～

実験で発見！教室　▶電気「静電気のひみつ」　　
●日時／２月 15 日土９時 40 分～ 11 時 10 分　●対象・定員／
小学３年生～中学３年生 16 人（抽選）　※小学４年生以下は保
護者同伴　●申込／２月１日土～８日土に電話で

ミニサイエンス　▶「空気てっぽうを作ろう」　●日時／毎週日
曜 15 時～ 15 時 20 分　●対象・定員／子供先着 24 人　※保護
者同伴

☎ 432-0002こども科学館

東部コミュニティセンター　☎ 475-0020
1おはなしだいすき！よっといで　
１月 11 日土 10 時～
2子供映画上映会　１月 11 日土 11 時～
河南コミュニティセンター　☎ 477-6522
1映画会　１月 18 日土 10 時～ファミリー部門「天にの
ぼる話」「フランダースの犬・岩じいさん」、13 時 30 分～
クラシック部門「リリー・マルレーン（1981 年独映画）」
2たのしい絵本をよむ会　１月 18 日土 14 時～
3英語でおはなしタイム　２月１日土13時30分～
河西コミュニティセンター　☎ 480-1171
おはなしだいすき！よっといで
１月 25 日土 10 時 30 分～
中央コミュニティセンター　☎ 402-2678
紙芝居とよみかたりの会
１月 25 日土 10 時 30 分～ 11 時 30 分
北コミュニティセンター　☎ 464-3031
紙芝居・絵本よみかたりの会　
１月 26 日日 10 時 30 分～ 11 時 30 分
南コミュニティセンター　☎ 494-3755
おはなしだいすき！よっといで　
１月 18 日土 14 時 30 分～ 15 時
むかしばなし・わらべうた　1 月 27 日月 10 時 30 分～
11 時、２月３日月 13 時 30 分～ 14 時
落語（紀の会）　２月９日日 14 時～

コミセン情報

市立博物館

企画展「歴史を語る道具たち」　●期間／１月７日火～３月１日日
コーナー展示「絵画にみる米づくり」「江戸時代の加太」
●期間／１月７日火～３月 29 日日
学芸員講座・歴史の玉手箱（第６回）「米軍も目をつけた？和歌山
の写真会社」　●日時／１月 18 日土　14 時～ 15 時

体験学習「むかしの遊びを体験しよう」
●日時／１月 25 日土　13 時 30 分～ 16 時　※時間内で随時受付

休  月曜（祝日除く）、１/ １水～３金
※１月は祝日（13 日）の翌日も開館

☎ 423-0003

休  月曜（祝日除く）、１/ １水～３金、14 火

市民会館 ☎ 432-1212

桂枝曾丸のわかやま芸品館コラボレーション企画 
落語×和歌山妖怪　キッズ・クイズラリー

●日時／２月２日日 10 時～ 15 時（14 時 30 分受付終了）
※ 1 人 1 回のみ参加可。小学４年生以下は保護者同伴

働く人の人権人 権 コ ラ ム

　立場や世代、価値観の異なる人が集まる職場において、同じ職場で働く人
に対して精神的・身体的な苦痛を与えることをパワーハラスメントといいま
す。このような行為は、重大な人権侵害問題であり、職場の環境を悪化させ
る許されない行為です。たとえ悪気がなく行われた場合であっても、受けた
人が精神的な苦痛を感じたときには、パワーハラスメントとなることがあり
ます。だからこそ、私たちが大切にしていきたいことは、相手の気持ちを思
いやり、職場において互いに理解を進めていくことではないでしょうか。
　私たち一人ひとりが、人権を尊重する意識をもって、誰しもが自分らしく、
生き生きと働くことのできる職場づくりを進めていきましょう。

市民温水プール
☎ 455-8022休  月曜（祝日除く）、１/ １水～７火

休  月曜（祝日除く）、１/ １水～３金

白杖を頭上50cm程度に掲げていれば、
SOSのシグナルです。進んで声をかけ、サ
ポートしましょう。※駅のホームや路上な
どで視覚に障害のある人が危険に遭遇しそ
うな場合は、白杖によりＳＯＳのシグナル
を示していなくても、声をかけてサポート
してください。
※市報わかやま12月号で一部「白杖」が「白状」
となっておりました。お詫びして訂正します。

ご存知ですか？障害者マーク

今日からチャレンジ
●年1回は健康診査、がん検診（胃がん・乳がん・子宮がんは2年に1回）を受けましょう。
●生活習慣病予防の正しい知識（バランスのとれた食事や運動習慣など）を身につけ健康的な体づくりに取り組みましょう。
●健（検）診結果で要精密検査であった場合は必ず医療機関を受診し、検査や必要に応じ治療を受けましょう。

みんなでチャレンジ！健康づくり！みんなでチャレンジ！健康づくり！

　　　～健康管理と重症化予防編～　　　～健康管理と重症化予防編～

チャレンジ目標 
★健 ( 検 ) 診を積極的に受ける
★生活習慣病の発症予防と重症化予防に向けて適切に行動する

問 地域保健課 ☎ 488-5121 詳しくは市HP（ID：1001546）

募
集

▼
業
務
内
容
＝
調
査
対
象
世
帯
・
事

業
所
へ
の
訪
問
、
趣
旨
説
明
、
調
査

票
の
記
入
依
頼
・
回
収

▼
報
酬
＝
調
査
に
よ
り
異
な
る

▼
登
録
要
件
＝
①
20
歳
以
上
で
市
内

に
住
所
を
有
す
る
②
責
任
を
持
っ
て

統
計
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
③
税

務
・
警
察
・ 

選
挙
に
直
接
関
係
が
な

い
④
暴
力
団
員
・
暴
力
団
関
係
者
で

は
な
い
⑤
調
査
に
よ
り
知
り
得
た
秘

密
を
保
持
で
き
る
な
ど

▼
登
録
・
問
合
先
＝
企
画
課
☎
４
３

５
・
１
３
２
５

統
計
調
査
員
の
登
録

▼
配
布
戸
数（
１
回
分
）＝
約
14
万
戸

▼
広
告
ス
ペ
ー
ス
＝
約
６
・
５
㎝
×

16
・
５
㎝
（
２
色
）　

▼
掲
載
期
間

＝
①
6
月
・
7
月
検
針
分　

②
10

月
・
11
月
検
針
分　

③
2021
年
2
月
・

3
月
検
針
分　

▼
費
用
＝
1
回
当

た
り
22
万
円
（
税
込
）　

▼
申
込
期

間
＝
1
月
６
日

（月）
～
20
日

（月）　

▼
申

込
・
問
合
先
＝
営
業
課
☎
４
３
５
・

１
１
２
８　

※
詳
細
は
企
業
局
Ｈ
Ｐ

（https://w
w

w
.w

akayam
ashi-

suido.jp/

）

水
道
検
針
票
裏
面
の
広
告
主

①
第
二
期
和
歌
山
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画（
案
）　

②
第
４
次
和
歌
山
市
地
域
福
祉
計
画

（
案
）

▼
閲
覧
場
所
＝
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）・
担
当
課
窓
口
・
市

Ｈ
Ｐ
（
ID
：
①
②
１
０
０
２
７
９
５
）

▼
意
見
申
出
＝
①
１
月
22
日

（水）
②
１

月
18
日

（土）
〈
必
着
〉
ま
で
に
郵
送
・

℻
・
メ
ー
ル
・
持
参
で　

※
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
を
記
入　

▼
提
出
・
問
合
先
＝
①
子
育
て
支
援

課
☎
４
３
５
・
１
３
２
９
、
℻
４

３
５
・
１
３
４
１
、
✉kosodate@

city.w
akayam

a.lg.jp

②
高
齢
者
・

地
域
福
祉
課
☎
４
３
５
・
１
０
６

３
、
℻
４
３
５
・
１
２
６
８
、
✉

koureisha@
city.w

akayam
a.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

▼
費
用（
１
台
）＝
月
額

3000
円

▼
募
集
期
間
＝
１
月
15
日

（水）
～
２
月

５
日

（水）　

▼
問
合
先
＝
管
財
課
☎
４

３
５
・
１
０
３
２　

※
詳
細
は
市
Ｈ

Ｐ
（
ID
： 

１
０
２
２
４
４
８
）

公
用
車
へ
の
広
告
掲
載

▼
出
願
期
間
＝
【
第
１
回
】
２
月
29

日
（土）
ま
で
【
第
２
回
】
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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 

古紙パルプ配合率80％再生紙と植物油インキを使用しています。

広告 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 広告主・広告内容は、市が推奨するものではありません。

広告掲載の申込や内容に関する問い合わせは㈱和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291）へ
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１月は正月もあるので、めでたいイ
メージで赤をベースにしたデザイン
にしました。

今月の題字、私が制作しました

市立和歌山高等学校デザイン表現科２年
川端　教恩 さん
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【抽選】
●抽選日／２月４日火
※抽選時間の詳細は、市民会館ホームページをご確認いただくか、
　市民会館にお問い合わせください。
●抽選会場／市民会館４階　第１練習室
●抽選対象／新市民会館【令和３年 11 月～令和４年２月分】 

大ホール・小ホール
【受付】

抽選終了後は、２月５日水９時～先着順で受付します。

〇抽選対象施設の概要については市 HP（ID：1025878）で。
〇�仮予約をされた方は、指定管理者が決定後、「使用許

可申請」を行っていただきます。
〇�施設・備品の利用料金は現在未定であるため、決定次

第市 HP・市民会館 HP 等でお知らせします。
〇�抽選時に、現市民会館の令和３年２月分の市民ホール・

展示室の抽選についても、併せて行います。

和歌山城ホール「 」
新市民会館の名称が

に決定しました

（完成イメージ）

問 【抽選・受付のこと】
　　市民会館 ☎432-1212
　　 休  月曜（祝日除く）

【その他のこと】
　　文化振興課 ☎435-1194

- 仮予約のための抽選・受付を行います -

和歌山城ホール（新市民会館）の一般貸出は、国民文化祭などの行事のため、
令和３年 11 月 23 日火から開始します。
※工事進捗等により現市民会館の利用や利用日の変更をお願いする場合があります。

和歌山城ホール（新市民会館）の仮予約について


